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【ご挨拶】
　今年からとりあえずお試しではあ
りますが、週報に付録をつけたいと
思います。内容としては暗唱聖句の
解説、前の週のメッセージのポイン
ト、クリスチャン生活のヒントなど
の他、有名なクリスチャンの言葉、
日ごろの生活に取り入れることので
きる祈りの言葉等、レターサイズ半
分、裏表くらいに収まる分量を目指
します。また皆さんの方で「こうい
うことについて聞きたい」というこ
とを挙げてくだされば取り上げて行
きたいと思います。この付録、「マ
ナ」という名前をつけました。皆さ
んの神さまとの歩みのためにお役に
立てばと願っています。

【今週の暗唱聖句】
だれでも、わたしにつまずか
ない者は幸いです。
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ということは、

幸せになるためにはイエス・キリス
トに躓かないようにする必要がある
のだが、そもそも人はなぜキリスト
に躓くのか？それは自分の知恵や知
識を元に描く自分の理想や幸福と、
イエスが私達に提供なさる現実とに
多くの場合、隔たりがあるからなの
である。この場合、自分のプライド
や自信が「神の方法」に勝るとイエ
スに躓くことになってしまう。柔ら
かな心を持つように心掛けたい。

【デボーションの確立のために】
　年初からなんとか三日坊主にならない
で「聖書通読」にチャレンジされている
方も多いかと思います。ところで「聖書
通読」は信仰の成長にとって勿論大切な
のですが、それ以上に大切なことがあり
ます。それは毎日のデボーションタイム
（個人礼拝）の確立なのです。英語に
Oh, My God! という言葉があります
が、この言葉は本当は信仰深い言葉だと
言うことをご存知ですか。神を牧師の教
える神でもなく、教会で信じている神、
両親の神でもなく「私の神」と呼ぶから
なのです。御子イエスさま自身の言葉で
もあります。デボーションの目的はこれ
ほど親しく神を「私の」と言えるように
なることにあります。

　そのために･･･神は最善の方ゆえに私
達の持てる最善をお捧げする価値のある
方、という基本理念をいつも思い起こ
し､自分の心に教え続けていきましょう｡

　具体的に・・・
１）静まる／聖霊の満たしと神の助け
を請うことから始め、２）賛美／実際
に歌うのもいいですし、詩篇を声を出し
て読むのもいいでしょう。３）聖書日
課／ここで通読をしてもいいですし、聖
句入りの本を使ってもいいでしょう。
ノートをつけることはお勧めです。４）
祈り／最後に与えられた御言葉を感謝
し、一日のための祈り、心にある人たち
のためにも祈る。そして･･･継続のコツ
は前の晩早く寝るということです。祈



【先週のメッセージより】
「まずは悔い改めから」というタイ
トルでしたが、イエスさまが現れる
前にバプテスマのヨハネの宣教が
あった、つまり「救い」の前に必然
的に「悔い改め」が来なければなら
ないということです。しかし何を悔
い改めるのか？多くの人は「罪」を
人と人との関係で捕らえますが人と
の間で生じるさまざまな問題はより
深い所から出てくる各自の自己中心
の結果なのです。そこで聖書が教え
ている罪の「構造」をよく理解する
必要があります。ローマ人への手紙
１章18節以降にその構造がはっきり

と描かれていますが、それを図で表
すと三重の同心円になります。人間
の根本的な罪は心の一番中心にいて
頂く必要のある神さまを追い出して
しまい、自己中心的な偶像礼拝者と
なってしまったことなのです。その
偶像礼拝により自分との関係、他人
との関係が壊れてしまったのです。
罪の悔い改めはまず神に立ち返り、
神様に心の中心に戻ってきていただ
くことから始まります。そうして初
めて自分とのほころび、他人とのほ
ころびを修復して行くことができる
ようになるのです。

　バプテスマのヨハネは真の悔い改
めは必ず具体的な行動に表されるべ
きだと語りましたが、私達も聖霊の
力を頂いて、悔い改めを具体的な行
動に移して行きましょう。■

【この教会のビジョン①】
※フェアフィールド、ウェストチェス
ターを中心とするニューヨークメト
ロポリタン地域に住む日本語を話す
人々に福音を伝える。

  週報の裏面に教会設立当時からの
「ビジョン」が掲げられていますが
ご存知でしょうか。数回にわけてこ
のビジョンを分かち合って行きたい
と思います。まず第一は私達の「宣
教地」です。実際に私達の教会の聖
書研究会等は主にニューヘイブン線
沿いに展開して行われています。こ
れに加え、今は「コネチカット唯一
の日本語教会としてコネチカット全
域に散っている日本語を話す人への
宣教」もビジョンに含めて活動して
います。次に「日本語を話す」に重
点が置かれています。日本語を主言
語、心の深部を分かち合える人々に
届く働きを目指しています。

【今週の英語】
   God is not some cosmic kill-joy※. 
Every time He says "Thou shalt not, 
" He's simply saying, "Don't hurt 
yourself." And every time He says, 
"Thou shalt," He's saying, "Help 
yourself to happiness" Adrian Rogers

※宇宙から見張っていて楽しんで人を見つけ
るとすぐにその喜びを取り去ろうとする存在｡
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